
佐
紀
と
、
お
み
な
え
し
　
か
き
つ
ば
た
の
歌
－
覚
書
一

北
谷
幸
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
佐
紀
は
、
現
在
の
奈
良
市
街
地
西
北
郊
外
に
あ
た
り
、
平
城
宮
跡
の
北
側
に
佐
紀
町
の
名
を
留
め
て
い
る
。
萬
葉
集
で
は
、
「
佐
紀
山
」
（
一
〇
1
一
八
八

七
）
・
「
佐
紀
宮
」
（
一
－
八
四
題
詞
）
と
あ
る
ほ
か
、
「
佐
紀
」
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
分
を
サ
キ
と
訓
む
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
「
白
沢
・
咲
野
」
・

「
生
沢
」
・
「
開
沼
・
開
沢
」
と
の
表
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
咲
」
・
「
生
」
・
「
開
」
を
す
べ
て
サ
キ
と
訓
ん
で
地
名
と
す
れ
ば
、
萬
葉
集
に
み
え
る

佐
紀
の
地
の
歌
は
、

　
　
佐
紀
山
　
一
首
　
佐
紀
沢
三
首
　
佐
紀
野
二
首
　
佐
紀
沼
　
一
首

を
数
え
る
。
佐
紀
山
は
、
奈
良
山
丘
陵
の
西
に
列
な
る
山
、
「
佐
紀
宮
」
は
、
佐
紀
の
地
に
あ
っ
た
長
皇
子
（
天
武
天
皇
の
第
四
皇
子
）
の
宮
で
あ
る
。
佐

紀
沢
・
佐
紀
沼
は
、
佐
紀
の
沼
沢
地
で
、
現
在
の
水
上
池
（
奈
良
市
佐
紀
東
町
）
の
辺
り
、
そ
の
周
辺
一
帯
を
佐
紀
野
と
呼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
か
す
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
春
日
な
る
　
三
笠
の
山
に
　
月
も
出
で
ぬ
か
も
　
佐
紀
山
に
　
咲
け
る
桜
の
　
花
の
見
ゆ
べ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
1
一
八
八
七
）

と
、
佐
紀
山
を
歌
う
旋
頭
歌
一
首
を
除
い
て
、
佐
紀
を
歌
う
六
首
に
は
す
べ
て
「
を
み
な
へ
し
」
ま
た
は
「
か
き
つ
ば
た
」
（
当
時
は
カ
キ
ツ
バ
タ
と
清
音
）

の
語
が
冠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
次
の
六
首
で
あ
る
。

　
　
①
娘
子
部
四
　
咲
沢
二
生
流
　
花
勝
見
　
都
毛
不
知
　
恋
裳
措
可
聞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
六
七
五
）

　
　
②
姫
押
　
生
沢
辺
之
　
真
田
葛
原
　
何
時
鴨
絡
而
　
我
衣
将
服
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
一
一
三
四
六
）

③
姫
六
二

④
平
更
圷

⑤
下
津
旗

⑥
垣
半
旗

咲
野
圷
生
　
白
菅
自
　
不
知
事
以
　
所
言
之
吾
背

衣
者
不
措
　
佳
人
部
為
　
咲
野
之
芽
子
圷
　
丹
穂
日
而
将
居

開
沼
之
菅
乎
　
笠
示
縫
　
将
著
日
乎
待
圷
　
年
曽
経
去
来

開
沢
生
　
菅
根
之
　
絶
跡
也
君
之
　
不
所
見
頃
者

（｝

n
I
］
九
〇
五
）

（一

Z
1
二
一
〇
七
）

（
三
－
二
八
一
八
）

（
＝
一
⊥
二
〇
五
二
）
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佐
紀
と
、
お
み
な
え
し
・
か
き
つ
ば
た
の
歌
－
覚
書
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

六
首
の
、
概
要
を
表
示
し
て
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
右
の
原
文
表
記
お
よ
び
以
下
の
歌
の
書
き
下
し
表
記
は
、
小
学
館
古
典
全
集
本
に
従
う
。

歌
番
号

部
　
立

題
　
詞

袈
舷
㌘
・
表
記

サ
キ
（
サ
ク
）
の
表
記

同
時
に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物

作
歌
年
代

作
　
者

・
一
晒

相
　
聞

中
臣
女
郎
、
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
　
　
（
五
首
の
一
）

娘
子
部
四

劇
沢

花
か
つ
み

天
平
年
次
未
詳

中
臣
女
郎

・
一
照

讐
喩
歌

　
寄
レ
草
（
一
七
首
の
ご

姫
　
押

劉
沢

（
ま
）
葛
原

未
　
詳

未
　
詳

皿
一
椰

春
の
相
聞

　
寄
レ
花
（
九
首
の
一
）

姫
部
思

劇
野

白
つ
つ
じ

未
　
詳

未
　
詳

m
一
㎜

秋
の
雑
歌

　
詠
レ
花
（
三
二
首
の
こ

佳
人
部
為

劇
野

萩

未
　
詳

未
　
詳

n
痂
古
今
相
聞
往
来
歌
類

問
　
答

垣
津
旗

闘
沼

菅

未
　
詳

未
　
詳

エ
襯

古
今
相
聞
往
来
歌
類

　
寄
物
陳
思
（
一
三
九
首
の
一
）

垣
津
旗

闘
沢

菅
（
の
根
）

未
　
詳

未
　
詳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
先
に
あ
げ
た
「
咲
沢
」
・
「
生
沢
」
・
「
咲
野
」
・
「
開
沼
」
・
「
開
園
」
の
旨
み
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
注
釈
書
が
解
説
す
る
と
お
り
、
地
名
の
サ

キ
の
キ
は
乙
類
・
動
詞
咲
キ
の
キ
は
甲
類
で
あ
る
か
ら
、
音
韻
に
区
別
が
あ
り
表
記
に
相
違
が
あ
っ
た
。
旧
訓
に
サ
ク
と
睦
ん
で
ヲ
ミ
ナ
ヘ
シ
・
カ
キ
ツ
バ

タ
の
咲
く
と
こ
ろ
の
沢
（
野
・
沼
）
と
解
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
『
萬
葉
代
匠
記
』
（
精
撰
本
）
が
「
サ
キ
サ
ハ
」
（
「
サ
キ
ノ
」
・
「
サ
キ
ヌ
」
）
と
改
め
て
、

「
大
和
硅
石
下
郡
ノ
佐
紀
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
ヤ
」
と
説
い
た
も
の
を
、
『
萬
葉
集
舞
曲
』
（
岸
本
由
豆
流
）
で
は
、
四
－
六
七
五
に
お
い
て
再
び
旧
訓
を
復
活
さ
せ

て
い
る
が
、
現
在
の
注
釈
書
類
に
お
い
て
も
な
お
、
こ
れ
ら
の
畳
み
は
一
定
で
は
な
い
。
主
な
注
釈
聖
断
の
訓
を
表
示
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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歌
番
号

サ
キ
（
サ
ク
）
の
表
記

訓

①

②

③

④

⑤

⑥

・
一
晒

劇
沢

サ
キ
サ
ハ

サ
ク
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

サ
ク
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

・
一
㎜

劃
沢

サ
キ
サ
ハ

オ
フ
ル
サ
ハ

オ
フ
ル
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

オ
フ
ル
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

m
一
㎜

劇
野

サ
キ
ノ
（
ヌ
）

サ
ク
ノ
（
ヌ
）

サ
ク
ノ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

⑳
一
㎜

劇
野

サ
キ
ノ
（
ヌ
）

サ
ク
ノ
（
ヌ
）

サ
ク
ノ

サ
キ
ノ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

u
痂

闘
沼

サ
キ
ヌ

サ
ク
ヌ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

サ
キ
ヌ

丑
襯

剛
沢

サ
キ
サ
ハ

サ
ク
サ
ハ

サ
ク
サ
ハ

サ
ク
サ
ハ

サ
キ
サ
ハ

サ
キ
ヌ

①
萬
葉
集
古
義
・
萬
葉
集
新
考
（
井
上
違
警
）
・
萬
年
忌
全
繹
・
萬
葉
集
私
注
・
萬
葉
集
注
繹
・
朝
日
古
典
全
書
・
墨
壷
社
萬
葉
集
（
鶴
久
・
森
山

　
　
隆
）
・
小
学
館
古
典
全
集
・
新
潮
社
古
典
集
成
・
常
代
写
照
万
葉
集
（
桜
井
　
満
）

②
萬
葉
拾
穂
抄
・
萬
葉
集
全
註
繹
・
岩
波
古
典
大
系

③
腱
螺
臆
萬
葉
集

④
萬
葉
集
評
繹
（
窪
田
空
穂
）

⑤
　
萬
葉
集
略
解

⑥
口
訳
万
葉
集
（
折
口
信
夫
）

　
な
お
、
『
萬
葉
集
総
繹
』
で
は
、
六
七
五
ー
サ
キ
サ
ハ
（
石
井
庄
司
）
・
一
三
四
六
ー
サ
キ
サ
ハ
（
窪
田
通
治
）
・
一
九
〇
五
・
二
｝
〇
七
ー
サ
キ
ヌ

（
安
藤
正
次
）
・
二
八
一
八
ー
サ
キ
ヌ
（
春
日
政
治
）
・
三
〇
五
二
…
サ
キ
サ
ハ
（
久
松
合
一
）
、
『
萬
葉
集
全
注
』
（
既
刊
分
）
で
は
、
六
七
五
ー
サ
キ
サ

ハ
（
木
下
正
俊
）
・
＝
二
四
六
ー
サ
キ
サ
ハ
（
渡
瀬
昌
忠
）
・
一
九
〇
五
・
二
一
〇
七
ー
サ
キ
ノ
（
阿
蘇
瑞
枝
）
と
訓
ま
れ
、
巻
ご
と
に
著
者
は
異
な
る

が
、
訓
は
右
の
表
の
①
と
同
じ
形
で
の
統
一
が
み
ら
れ
る
。
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佐
紀
と
、
お
み
な
え
し
・
か
き
つ
ば
た
の
歌
－
覚
書
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
仮
名
遣
い
の
誤
り
を
認
め
な
が
ら
も
サ
キ
サ
ハ
と
憎
む
か
、
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
仮
名
遣
い
に
従
っ
て
サ
ク
サ
ハ
と
訓
む
か
、
の
見
解
の
ち
が
い
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
あ
き
は
ぎ
を
し
か

が
、
前
者
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
巻
一
〇
に
「
君
に
恋
ひ
う
ら
ぶ
れ
居
れ
ば
直
下
之
秋
毒
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
鳴
く
も
」
（
二
一
四
三
）
と
あ
り
、

　
　
　
シ
　
　
キ

地
名
「
磯
城
」
の
キ
は
乙
類
、
「
敷
（
シ
キ
）
」
の
キ
は
甲
類
と
、
仮
名
違
い
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
磯
城
の
野
の
」
の
意
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
三

　
「
佐
紀
」
に
冠
し
て
、
「
を
み
な
へ
し
」
・
「
か
き
つ
ば
た
」
を
詠
む
歌
六
首
を
含
ん
で
、
「
を
み
な
へ
し
」
の
歌
は
集
中
一
四
首
。
「
か
き
つ
ば
た
」

歌
は
七
首
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
を
み
な
へ
し
　
　
娘
子
部
四
・
姫
押
・
娘
部
思
・
姫
部
課
・
姫
部
思
・
佳
人
面
訴
・
美
人
部
師
・
娘
部
門
・
乎
美
奈
散
之
・
乎
美
奈
弊
之

　
　
か
き
つ
ば
た
　
　
垣
津
幡
・
垣
津
旗
・
垣
幡
・
加
吉
都
播
多

と
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
前
掲
の
六
首
以
外
の
歌
も
と
り
あ
げ
な
が
ら
、
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

の
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お

①
を
み
な
へ
し
佐
紀
沢
に
生
ふ
る
花
か
つ
み
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
恋
も
す
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
－
六
七
五
）

　
題
詞
に
「
中
臣
女
郎
、
大
伴
家
持
に
贈
る
歌
五
首
」
と
あ
る
内
の
｝
首
で
、
右
の
六
首
中
唯
一
作
者
を
記
す
歌
で
あ
る
が
、
中
臣
女
郎
に
つ
い
て
の
詳
細

は
未
詳
で
あ
る
。
作
者
は
、
若
き
日
の
大
伴
家
持
に
恋
し
た
女
性
の
一
人
で
、
作
は
こ
の
折
の
五
首
の
み
、
家
持
の
返
歌
は
萬
葉
集
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

「
を
み
な
へ
し
」
は
、
「
佐
紀
沢
」
の
枕
詞
。
三
句
目
の
「
花
か
つ
み
」
ま
で
は
、
次
に
く
る
「
か
つ
て
」
を
起
こ
す
序
で
あ
る
。
「
花
か
つ
み
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ

は
、
こ
も
・
花
あ
や
め
・
し
ょ
う
ぶ
・
花
し
ょ
う
ぶ
等
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
植
物
を
尋
ね
歩
い
た
松
尾
芭
蕉
は
「
い
つ
れ
の
草
を
花
か
つ
み
と
は
云
ぞ

　
　
　
　
た
つ
ね
は
べ
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
し
る
ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

と
、
人
々
に
尋
侍
れ
ど
も
、
更
知
人
な
し
。
沼
を
尋
、
人
に
と
ひ
、
か
つ
み
一
と
尋
あ
り
き
て
、
日
は
山
の
端
に
か
＼
り
ぬ
。
」
（
岩
波
古
典
大
系
）
と

『
奥
の
細
道
』
に
書
き
残
し
て
い
る
。
白
井
光
太
郎
氏
の
研
究
で
は
、
日
光
地
方
の
「
赤
沼
あ
や
め
」
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
「
か
つ
み
」
と
「
花
か
つ
み
」

は
別
の
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
未
詳
。
「
か
つ
て
も
知
ら
ぬ
」
に
つ
い
て
、
早
く
『
萬
葉
代
匠
記
』
（
初
稿
本
）
が
「
都
」
の
用
字
に
着
目

し
て
、
「
か
つ
て
」
に
二
義
が
あ
り
、
こ
こ
は
ス
ベ
テ
の
意
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
『
萬
葉
集
古
義
』
が
従
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
萬
葉
集
注
繹
』
が
、
単

に
「
以
前
に
は
経
験
し
な
い
」
と
い
う
の
で
は
な
く
「
今
ま
で
ま
る
で
知
ら
な
い
」
の
意
に
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
細
か
く
説
い
て
い
る
に
従
っ
て
理
解



す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

歌
っ
て
い
る
。

結
句
は
「
恋
虚
言
可
聞
」
と
女
性
の
作
歌
に
似
あ
っ
た
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
首
は
、
中
臣
女
郎
の
、
家
持
へ
の
尽
き
ぬ
恋
情
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ

②
を
み
な
へ
し
佐
紀
沢
の
辺
の
ま
葛
原
い
っ
か
も
繰
り
て
我
が
衣
に
着
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
一
＝
二
四
六
）

　
「
寄
レ
草
」
と
題
す
る
「
馨
喩
歌
」
一
七
首
中
の
一
首
。
原
文
に
「
生
沢
辺
之
」
と
あ
る
第
二
句
を
、
『
萬
葉
集
古
義
』
が
「
生
澤
邊
之
は
、
サ
キ
サ
ハ
ノ

ベ
ノ
と
訓
べ
し
、
（
こ
れ
を
古
来
オ
フ
ル
サ
ハ
ヘ
ノ
と
よ
み
た
れ
ど
も
、
ひ
が
こ
と
な
り
、
こ
は
己
が
は
し
め
て
考
へ
得
た
る
よ
み
な
り
、
）
」
と
言
っ
て
改

め
て
い
る
。
な
お
も
オ
フ
ル
サ
ハ
ヘ
ノ
と
の
旧
訓
に
従
う
説
が
あ
る
が
、
「
生
」
は
、
諸
注
釈
書
が
例
に
引
く
「
吾
が
身
一
つ
に
　
七
重
花
佐
久
　
八
重
花

生
跡
」
（
一
六
⊥
二
八
八
五
）
の
「
生
」
を
サ
ク
と
訓
む
こ
と
と
も
考
え
あ
わ
せ
て
、
サ
キ
サ
ハ
と
黒
む
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
「
ま
葛
原
」
は
、
文
字
通
り

「
葛
の
茂
る
原
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
作
者
が
思
い
を
か
け
て
い
る
少
女
を
讐
え
て
い
る
。
「
い
っ
か
も
繰
り
て
」
と
あ
る
の
は
、
葛
の
つ
る
を
手
繰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
　
　
し
り
　
　
さ
や
　
　
い
り
の
　
　
　
　
く
ず
　
　
　
　
わ
ぎ
も

寄
せ
て
繊
維
を
採
り
、
そ
れ
で
布
を
織
る
こ
と
。
柿
本
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
旋
頭
歌
に
「
剣
の
後
　
鞘
に
入
野
に
　
葛
引
く
吾
妹
　
ま
袖
も
ち
　
着
せ
て
む

と
か
も
　
夏
草
刈
る
も
」
（
七
1
＝
一
七
二
）
が
あ
る
。
「
衣
に
着
る
」
と
あ
る
の
は
、
女
性
を
妻
と
す
る
こ
と
を
警
え
て
い
る
。
め
ざ
す
少
女
を
自
分
の
も

の
と
し
て
、
早
く
結
婚
で
き
る
こ
と
を
待
ち
望
ん
で
い
る
男
の
心
情
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
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お

③
を
み
な
へ
し
佐
紀
野
に
生
ふ
る
白
つ
つ
じ
知
ら
ぬ
こ
と
も
て
言
は
れ
し
我
が
背
　
　
　
　
　
　
　
（
↓
○
一
一
九
〇
五
）

　
二
句
目
の
原
文
表
記
に
「
増
置
」
と
あ
る
の
を
、
地
名
の
「
佐
紀
」
と
訓
ん
で
は
仮
名
遣
い
の
例
に
相
違
す
る
の
で
、
サ
ク
ノ
と
黒
ん
で
「
お
み
な
え
し

の
咲
い
て
い
る
野
」
と
解
す
る
説
が
、
こ
の
表
記
の
場
合
は
多
い
（
岩
波
古
典
大
系
・
『
萬
葉
集
全
註
繹
』
・
『
魚
座
膿
萬
葉
集
』
）
が
、
仮
名
遣
い
の
異

例
を
認
め
な
が
ら
も
サ
キ
ノ
と
の
訓
に
従
う
。
三
句
目
の
「
白
つ
つ
じ
」
ま
で
は
、
次
の
「
知
ら
ぬ
」
を
起
こ
す
た
め
の
序
で
あ
る
。
「
春
の
相
聞
」
に
分

類
さ
れ
て
い
る
こ
の
「
白
つ
つ
じ
」
の
歌
は
、
「
を
み
な
へ
し
」
と
は
花
咲
く
季
節
が
あ
わ
な
い
。
季
節
が
合
わ
な
い
こ
と
も
、
「
を
み
な
へ
し
」
の
語
を
枕

詞
と
み
る
ひ
と
つ
の
根
拠
と
言
え
る
。
歌
は
、
例
え
ば
「
他
人
か
ら
非
難
さ
れ
る
よ
う
な
関
係
で
は
な
い
の
に
、
恋
人
が
噂
を
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い

と
し
く
思
う
歌
」
（
小
学
館
古
典
全
集
）
と
解
さ
れ
、
中
西
進
氏
が
「
白
つ
つ
じ
」
を
「
（
お
み
な
え
し
の
咲
く
野
に
生
え
る
）
白
つ
つ
じ
の
よ
う
な
私
」

（『

F
螺
膿
萬
葉
集
』
）
と
新
し
い
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
ほ
か
、
序
の
部
分
以
下
の
解
釈
は
ほ
ぼ
一
様
に
、
相
手
の
男
性
へ
の
い
と
お
し
さ
を
歌
っ
て
い
る

も
の
と
し
て
い
る
。
な
か
に
、
結
句
を
「
言
は
れ
し
」
で
切
っ
て
、
噂
を
立
て
ら
れ
た
の
は
作
者
で
あ
る
と
の
説
が
『
萬
葉
集
略
解
』
・
『
萬
葉
集
古
義
』

佐
紀
と
、
お
み
な
え
し
・
か
き
つ
ば
た
の
歌
－
覚
書
1

五



佐
紀
と
、
お
み
な
え
し
・
か
き
つ
ば
た
の
歌
一
覚
書
1

一ノ、

に
あ
り
、
「
言
わ
れ
た
よ
、
わ
が
夫
よ
の
意
」
と
説
く
『
萬
葉
集
総
繹
』
（
安
藤
次
男
）
や
『
萬
葉
集
自
暴
』
が
従
っ
て
い
る
が
、
「
言
は
れ
し
我
が
背
」
は

ひ
と
続
き
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
古
く
『
萬
葉
代
匠
記
』
（
音
頭
本
）
に
「
相
見
ヌ
サ
キ
ョ
リ
人
界
名
ヲ
立
ラ
ル
・
事
ヲ
夫
君
ノ
為
二
痛
ム
ナ
リ
」
と
あ

る
が
、
私
は
、
そ
の
上
に
、
作
者
か
ら
男
へ
の
皮
肉
、
椰
楡
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

④
こ
と
さ
ら
に
衣
は
摺
ら
じ
を
み
な
へ
し
佐
紀
野
の
萩
に
に
ほ
ひ
て
居
ら
む
　
　
　
　
　
　
　

（一

Z
1
二
一
〇
七
）

　
こ
の
一
首
の
み
「
雑
歌
」
。
「
詠
レ
花
」
三
二
首
中
に
収
載
さ
れ
て
い
届
。
「
咲
野
」
と
の
原
文
表
記
の
箇
所
は
、
一
九
〇
五
と
同
様
に
サ
ク
ノ
と
訓
む
説

（
岩
波
古
典
大
系
・
『
萬
葉
集
全
註
繹
』
・
『
思
歌
脆
萬
葉
集
』
）
が
あ
る
。
先
の
三
首
と
は
異
な
り
、
「
を
み
な
へ
し
」
の
語
が
冒
頭
に
は
置
か
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ま
つ
　
　
の
　
へ

い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
一
首
、
主
眼
は
「
萩
」
に
あ
り
、
「
を
み
な
へ
し
」
は
枕
詞
。
歌
は
、
「
我
が
衣
摺
れ
る
に
は
あ
ら
ず
高
松
の
野
辺
行
き
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
り
は
ら

ば
萩
の
摺
れ
る
そ
」
（
一
〇
1
二
一
〇
一
）
と
、
想
を
同
じ
く
す
る
。
ま
た
、
「
思
ふ
児
が
衣
摺
ら
む
に
に
ほ
ひ
こ
そ
島
の
榛
原
秋
立
た
ず
と
も
」
（
一
〇
一

一
九
六
五
）
と
も
あ
り
、
「
衣
を
摺
る
」
こ
と
は
、
元
来
女
性
の
所
業
で
あ
っ
た
。
佐
紀
の
野
に
咲
き
盛
る
萩
の
花
の
美
し
さ
を
賞
美
し
た
作
歌
で
あ
る
が
、

作
者
に
は
見
目
麗
し
い
女
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
作
の
「
を
み
な
へ
し
」
は
、
「
佳
人
部
費
」
と
原
文
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
右
に
あ
げ
た
四
首
の
ほ
か
に
、
「
を
み
な
へ
し
」
を
詠
み
込
む
歌
に
は
次
の
一
〇
首
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
き
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
つ
よ

　
娘
部
思
秋
萩
交
じ
る
薩
城
の
野
今
日
を
始
め
て
万
代
に
見
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
ほ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
娘
部
志
秋
萩
折
れ
れ
玉
盃
の
道
行
き
つ
と
と
乞
は
む
児
が
た
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
石
川
老
夫
一

　
萩
の
花
尾
花
葛
花
な
で
し
こ
が
花
姫
部
志
ま
た
藤
袴
朝
顔
が
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
山
上
憶
良
－

　
手
に
取
れ
ば
袖
さ
へ
に
ほ
ふ
美
人
部
師
こ
の
白
露
に
散
ら
ま
く
惜
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
我
が
里
に
今
咲
く
花
の
娘
部
四
堪
へ
ぬ
心
に
な
ほ
恋
ひ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
を
　
　
　
　
け

　
秋
の
田
の
上
向
き
見
が
て
り
我
が
背
子
が
ふ
さ
手
折
り
来
る
乎
美
奈
徹
之
か
も
　
　
　
　
　
　
　
－
大
伴
家
持
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
乎
美
奈
下
之
咲
き
た
る
野
辺
を
行
き
巡
り
君
を
思
ひ
出
た
も
と
ほ
り
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
大
伴
池
主
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
へ

　
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
ぬ
る
時
は
乎
美
奈
散
之
咲
き
た
る
野
辺
を
行
き
つ
つ
見
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
1
秦
八
千
島
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
し
か
　
　
　
わ
　
　
　
　
　

た
か
ま
と

　
乎
美
奈
弊
之
秋
萩
し
の
ぎ
さ
雄
鹿
の
露
別
け
鳴
か
む
高
円
の
野
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
大
伴
家
持
1

　
（
八
－
一
五
三
〇
）

　
（
八
－
一
五
三
四
）

　
（
八
－
一
五
三
八
）

（一

Z
1
二
＝
五
）

（一

Z
1
二
二
七
九
）

（一

ｵ
－
三
九
四
三
）

（一

ｵ
－
三
九
四
四
）

（一

ｵ
－
三
九
五
こ

（
二
〇
1
四
二
九
七
）
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す
そ
み
　
　
　
の

　
　
高
円
の
宮
の
裾
廻
の
野
つ
か
さ
に
今
咲
け
る
ら
む
乎
美
奈
弊
之
は
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
大
伴
家
持
一
（
二
〇
一
四
三
一
六
）

　
お
み
な
え
し
の
名
は
、
小
さ
な
粒
々
の
花
を
飯
粒
に
見
立
て
て
の
女
郎
（
オ
ミ
ナ
メ
シ
）
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
、
後
に
は
「
女
郎
花
」

の
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
枕
詞
と
し
て
で
は
な
く
、
お
み
な
え
し
そ
の
も
の
を
歌
っ
て
い
る
と
見
え
る
こ
れ
ら
の
作
の
中
で
、
山
上
憶
良
（
八
一
一
五
三
八
）
は
「
を
み
な
へ
し
」

　
　
　
　
な
な
く
さ

を
「
秋
の
七
種
」
の
一
つ
に
数
え
上
げ
て
い
る
。
「
手
に
取
れ
ば
袖
さ
へ
に
ほ
ふ
を
み
な
へ
し
」
（
一
〇
1
二
＝
五
）
と
花
の
可
憐
な
様
を
歌
う
歌
が
あ
り
、

同
季
節
に
咲
く
萩
と
と
り
あ
わ
せ
て
お
み
な
え
し
を
賞
美
す
る
歌
が
四
首
あ
る
。
ま
た
、
花
の
咲
く
場
所
や
作
者
の
所
作
が
具
体
的
に
歌
い
込
ま
れ
て
い
て
、

総
体
に
、
お
み
な
え
し
は
、
た
お
や
か
な
花
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

以
下
二
首
は
、

　
　
　
　
四

「
か
き
つ
ば
た
」

を
、
咲
キ
の
意
で
地
名
の
「
佐
紀
」
に
か
け
て
枕
詞
と
し
た
歌
。
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す
げ
　
　
か
さ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

⑤
　
か
き
つ
ば
た
佐
紀
沼
の
菅
を
笠
に
縫
ひ
着
む
日
を
待
つ
に
年
そ
経
に
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
1
二
八
一
八
）

　
こ
れ
は
、
「
問
答
」
の
歌
島
〇
首
書
の
一
首
で
、
男
性
の
歌
で
あ
る
。
佐
紀
に
住
む
相
手
を
「
佐
紀
沼
の
菅
」
に
讐
え
、
「
か
き
つ
ば
た
」
は
、
女
性
の
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
キ

し
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
早
く
に
『
萬
葉
代
匠
記
』
（
精
撰
本
）
が
、
「
笠
二
縫
罰
金
ル
警
、
著
ル
ハ
逢
警
ナ
リ
」
と
説
い
て
い
る
。
「
か
き
つ
ば
た
」
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
の
え
　
　
あ
さ
さ
は
を
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ
　
　
す

を
衣
の
染
料
と
し
て
用
い
た
こ
と
の
窺
わ
れ
る
類
想
歌
に
「
住
吉
の
浅
沢
小
野
の
か
き
つ
ば
た
衣
に
摺
り
付
け
着
む
日
知
ら
ず
も
」
（
七
1
＝
二
六
一
）
が

あ
り
、
こ
の
歌
に
お
い
て
も
、
女
性
を
我
が
も
の
と
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
結
婚
で
き
な
い
ま
ま
年
月
が
過
ぎ
た
こ
と
を
「
着
む
日
を

待
つ
に
年
そ
経
に
け
る
」
と
嘆
く
男
に
答
え
て
、

　
　
　
　
　
　
な
に
は
す
が
か
さ
　
　
　
　
　
　
の
ち
　
　
た

　
　
お
し
て
る
難
波
菅
笠
置
き
古
し
後
は
誰
が
着
む
笠
な
ら
な
く
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
－
二
八
｝
九
）

と
歌
う
女
性
の
一
首
が
あ
る
。
「
置
き
古
し
」
の
主
体
は
、
離
歌
の
作
者
。
「
後
は
誰
が
着
む
笠
な
ら
な
く
に
」
は
、
「
あ
な
た
以
外
の
誰
が
か
ぶ
る
も
の
で

も
な
く
、
（
私
は
）
あ
な
た
の
も
の
で
す
の
に
」
と
恨
み
言
を
言
い
な
が
ら
も
相
手
の
男
を
待
っ
て
い
る
趣
で
あ
る
。
「
卑
俗
に
近
い
問
答
で
あ
る
」
と
『
萬

葉
集
私
注
』
に
は
説
く
け
れ
ど
も
、
当
意
即
妙
の
や
り
と
り
が
興
味
深
い
。

七
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八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
す
が
　
　
　
ね
　
　
　
た

⑥
か
き
つ
ば
た
佐
紀
沢
に
生
ふ
る
菅
の
根
の
絶
ゆ
と
や
君
が
見
え
ぬ
こ
の
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　

（一

ﾘ
ー
三
〇
五
二
）

　
巻
一
二
に
収
め
る
「
寄
物
陳
思
」
歌
＝
二
九
首
中
の
一
首
。
上
の
三
句
「
菅
の
根
の
」
ま
で
は
、
次
に
来
る
「
絶
ゆ
」
を
起
こ
す
讐
喩
の
序
で
あ
る
。
足

し
げ
く
通
っ
て
来
て
い
た
男
の
訪
れ
が
遠
の
い
た
の
を
私
と
別
れ
て
し
ま
う
つ
も
り
な
の
か
と
不
安
に
思
い
、
相
手
を
恨
め
し
く
思
っ
て
い
る
女
性
の
歌
で

あ
る
。
「
佐
紀
」
は
、
作
者
の
住
ん
で
い
る
所
で
あ
っ
た
。
枕
詞
と
し
て
の
「
菅
の
根
の
」
は
、
ネ
モ
コ
ロ
や
長
シ
・
乱
ル
に
も
か
か
り
、
「
山
菅
」
を
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
と
　
　
　
ね
ば
　
　
こ
す
げ

場
合
が
多
い
が
、
こ
の
歌
の
よ
う
に
水
辺
の
菅
の
根
を
言
う
例
に
「
湊
に
さ
根
延
ふ
小
菅
ぬ
す
ま
は
ず
君
に
恋
ひ
つ
つ
あ
り
か
て
ぬ
か
も
」
（
一
一
－
二
四

　
　
　
　
　
　
　
た
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ご
　
え
　
　
す
げ

七
〇
）
・
「
…
　
鶴
が
鳴
く
　
奈
呉
江
の
菅
の
　
ね
こ
ろ
も
に
　
思
ひ
結
ぼ
れ
　
…
」
（
一
八
－
四
一
一
六
）
が
あ
り
、
三
〇
五
二
の
「
菅
」
は
、
佐
紀
沢

の
水
辺
の
菅
で
あ
る
。
こ
の
一
首
、
さ
ほ
ど
に
深
刻
な
思
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
は
、
民
謡
風
で
調
子
が
良
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
右
に
あ
げ
た
二
首
の
ほ
か
に
、
「
か
き
つ
ば
た
」
を
詠
み
込
む
歌
に
は
、
前
掲
七
－
一
三
六
一
を
含
む
次
の
五
首
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ひ
と
く
に
や
ま
　
　
あ
き
つ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
め

　
　
常
な
ら
ぬ
人
国
山
の
秋
津
野
の
垣
津
幡
を
し
夢
に
見
し
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
－
一
三
四
五
）

　
　
す
み
の
え
あ
さ
さ
は
を
の
　
　

ぬ
す

　
　
住
吉
の
浅
沢
小
野
の
垣
津
幡
衣
に
摺
り
付
け
着
む
日
知
ら
ず
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
－
一
三
六
一
）

　
　
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も

　
　
我
の
み
や
か
く
恋
す
ら
む
垣
津
旗
に
つ
ら
ふ
妹
は
い
か
に
か
あ
る
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
〇
1
一
九
八
六
）

　
　
垣
幡
に
つ
ら
ふ
君
を
ゆ
く
り
な
く
思
ひ
出
で
つ
つ
嘆
き
つ
る
か
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
1
二
五
一
＝
）

　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
そ

　
　
加
吉
都
下
上
衣
に
摺
り
付
け
ま
す
ら
を
の
着
襲
ひ
狩
す
る
月
は
来
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
大
伴
家
持
1
（
一
七
一
三
九
二
一
）

　
か
き
つ
ば
た
は
、
そ
の
花
を
衣
や
紙
に
摺
り
付
け
て
染
料
に
し
た
と
こ
ろ
が
ら
、
カ
キ
ツ
ケ
バ
ナ
（
掻
き
付
け
花
）
の
意
が
転
じ
て
の
名
（
『
大
言
海
』
）

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
垣
ノ
旗
（
ハ
ナ
）
で
『
急
呈
』
（
新
井
白
石
）
に
言
う
「
垣
下
に
咲
き
た
つ
花
」
の
義
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
「
か
き

つ
ば
た
」
の
語
は
、
「
に
つ
ら
ふ
妹
」
・
「
に
つ
ら
ふ
君
」
の
枕
詞
と
し
て
容
貌
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を
言
う
の
に
用
い
ら
れ
、
一
七
－
三
九
二
一
を
除
く

四
首
（
先
に
あ
げ
た
＝
1
二
八
一
八
・
＝
一
i
三
〇
五
二
を
含
め
れ
ば
「
か
き
つ
ば
た
」
を
詠
み
込
む
歌
七
首
中
の
六
首
）
ま
で
が
「
恋
」
の
歌
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
『
萬
葉
代
匠
記
』
（
初
稿
本
）
が
、
七
－
一
三
四
五
を
注
し
て
、
「
か
き
つ
ば
た
は
、
紫
に
て
、
う
る
は
し
け
れ
は
、
色
あ
る
人
に
た
と
へ
、
夢
は

そ
の
人
を
う
つ
》
と
も
お
ほ
え
ぬ
は
か
り
、
ほ
の
か
に
見
る
に
よ
す
る
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
か
き
つ
ば
た
が
、
美
し
い
女
性
を
想
わ
せ
る
花
、

水
辺
を
彩
る
美
し
い
花
と
し
て
萬
葉
人
に
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
　
　
さ
き
の
い
け
　
　
　
　
と
み
の
い
け

　
「
佐
紀
」
は
、
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
紀
三
五
年
冬
一
〇
月
の
条
に
「
倭
の
狭
城
池
及
び
　
三
池
を
作
る
。
」
（
岩
波
古
典
大
系
）
と
も
あ
り
、
古
く
か

ら
池
・
沼
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
お
み
な
え
し
や
、
か
き
つ
ば
た
が
生
え
て
い
る
所
で
あ
っ
た
。
「
を
み
な
へ
し
」
・
「
か
き
つ
ば
た
」
が
枕
詞
と
な
っ
た

の
は
、
す
な
わ
ち
「
佐
紀
」
の
地
に
生
息
す
る
植
物
へ
の
連
想
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
先
に
あ
げ
た
六
首
の
ほ
と
ん
ど
が
相
聞
の
歌
（
七
一
一
三
四
六
も
女
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
）
で
あ
る
よ
う
に
、
「
を
み
な
へ
し
」
・
「
か
き
つ

ば
た
」
を
詠
み
込
む
作
歌
に
恋
の
歌
が
多
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
植
物
か
ら
美
麗
な
女
性
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
を
み
な
へ
し
」
を
、
「
佳
人

部
為
」
・
「
美
人
琴
師
」
と
も
表
記
し
て
い
る
こ
と
、
「
か
き
つ
ば
た
」
の
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
衣
を
摺
り
染
め
に
す
る
の
は
女
性
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ

と
、
な
ど
も
こ
れ
ら
の
花
が
女
性
へ
の
連
想
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
総
体
に
、
作
者
未
詳
の
歌
が
、
多
く
は
お
み
な
え
し
・
か
き
つ
ば
た
を
賞
美
す
る
民
謡
風
の
口
調
の
よ
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
作
者
名
を
記
す
や

や
時
代
の
新
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
作
歌
に
は
、
こ
れ
ら
の
花
と
作
者
と
の
よ
り
深
い
接
触
が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　
平
城
宮
の
北
に
隣
接
す
る
「
佐
紀
」
の
地
に
お
み
な
え
し
や
、
か
き
つ
ば
た
の
咲
き
盛
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
栄
え
あ
る
さ
ま
、
さ
ら
に
は
恋
の
成
就
す
る

こ
と
を
も
意
識
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
お
み
な
え
し
や
、
か
き
つ
ば
た
の
美
し
く
咲
く
「
佐
紀
」
は
、
当
時
の
大
宮
人
た
ち
の
や
す
ら
ぎ
の
場
、
時
と
し
て
遊

宴
の
地
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
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